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当
社
吾
妻
大
権
現
官
建
立

富
札
数
四
千
百
枚

但

シ

一
枚

二
付
百
文
ツ
ゝ

一
第

一　

青
鋼
六
十
貫

一
第
二
　
同
　
三
十
貫

一
第
三
　
同
　
十
五
貫

一
第
四
ヨ
リ
四
十
九
番

マ
テ
花

富
銭
五
百
文

ツ
ゝ

一
つ
き
と
め
五
十
番
同
六
貫
文

右

ハ
当
村
吾
妻
大
権
現
宮
造
立

石
垣
高
サ
弐
丈

一
尺
新
規
仕
候

依
之
村
方
氏
子
斗
リ
ロ
自
カ

ニ
不
叶

他
力
を
以
成
就
仕
度
此
筋
他
□
村
々

進
申
候
間
皆
御
信
心
を
御
加
我
等

大
望
致
成
就
候
様

二
御
取
持
右
の

富
札
御
求
可
被
下
候
事
偏
希

申
上
候
以
上

富
興
行
　
五
月
十
七
日

駿
河
駿
東
郡
獅
子
浜

安
永
三
午
正
月
甘
四
日
　
氏
子

く現在の吾妻神社

沼津市獅子浜

平成17年 (2005)、 現在地に移転された。

ヽ _

の
期
待
値
は
約
二
百
七
十
八
円
、
平
成
二
十
六
年

の
グ

リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

一
枚
三
百
円
あ
た
り
の
期
待

値
約
百
四
十
五
円
と
比
べ
る
と
か
な
り
厳
し
い
数
字
と

な

っ
て
い
る
。

実
際
に
こ
の
と
き
の
富
札
興
行
が
ど
の
よ
う
な
結
果

と
な

っ
た
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
よ
く
わ
か
ら
な

い
。

当
時
の
獅
子
浜
村
の
家
数
は
、
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）

の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
家
数
九
十
五
、
人
数
四
百
五
十

八
と
あ
る
。
周
辺
の
志
下
、
馬
込
、
江
浦
、
多
比
、
口

野
と
い
っ
た
現
在
の
静
浦
地
区
の
村
々
を
合
わ
せ
て
も

約
五
百
軒
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。
村
民
は
社
殿
の
再
建
に

対
し
て
寄
進
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
「割
札
」
と
呼
ば

れ
る
共
同
購
入
方
法
が
あ

っ
た
と
し

て
も
、
当
時

の
生
活
水
準

・
生
業
構

造
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、
全
て
の

家
が
富
札
を
購
入
し
た
と
は
考
え
に

く

い
。
む
し
ろ
、
名
主
や
津
元
な
ど

富
裕
層
か
ら
中
間
層
の
み
が
購
入
で

き
た
と
考
え
る
と
、
か
な
り
広

い
範

囲
に
知
ら
せ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

現
に
本
資
料
は
吉
田
町
か
ら
発
見
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
散
見
の
限
り
で

は
こ
れ
に
類
し
た
あ
る
い
は
関
係
し

た
資
料
が
見
当
た
ら
ず
、
購
入
範
囲

に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
な

い
。

読
者
諸
氏
か
ら
の
ご
教
示
を
お
願

い

し
た
い
‐。
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史料館か らのお知 らせ

★2月 23日0は富士山の日 無料開放となります。

どなたでも無料で観覧できます。
★2月 24日ω～27日0の期間、展示入替作業のため

体館となります。

ヒ

一
Ｌ

開館30周年記念特別展「沼津兵学校と

図録も刊行しました。監修

樋□雄彦氏、91頁、オールカ

ラー。平成21年に刊行した図

録『図説沼津兵学校』を補完

するものです。展示会場には

見本も置いてあります。

ぜひご観覧<ださい。

沼諄市明治史料館

てヽィン′oソ `

υヽユ
`

▲図録表紙

その時代」
2月 23日 01まで

開催中

12月 13日 0、 1月 10日0午後
2時からギヤラリートークを行

次回は、2月 7日①午後2時より

予定しておりますので、ぜひご来館

ください。なお、ギャラリートーク

ヘの参力日は無料ですが、観覧料はか

かりますのでご注意<ださい。

いました。

ギャラリー トークト
の様子

平成27年度も開催します ノ
近隣の小学生のみなさんが江原素六について学習した作品をお僣りして、来年度も「江原素

六学習作品展」として展示し、そろ<まつりには発表をお願いしたいと考えています。日程は

下記のとおりです。

江原素六学習作品展 平成27年4月 18日0～ 5月 17日0
第9回そろ<まつり 平成27年 5月 17日0開催 無料開放

前回の作品展>

くそろくまつりの発表会の様子

沼津市明治史料館通信
第 120号

平成27年 1月 25日

編集 。発行 沼津市明治史料館

〒410-0051沼 津市西熊堂372-1

TEL055-923-3335
FAX055-925-3018
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名誉新談 伊庭八郎
(当館所蔵)

明治 7年 (1874)の作品とされる。伊庭八郎 (秀穎、1844～69)

は、心形刀流宗家の剣客で幕臣。遊撃隊を率い沼津・箱根を経て

箱館戦争で戦 った。描いたのは歌川国芳門下の浮世絵師大蘇芳年

(1839～ 92)。 文章を記 した 2代 目松林亭伯園 (1834～ 1905)は 講

釈師。同じ「名誉新談」シリーズには「近藤勇」もある。


